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Chapter3　映像言語の基本的概念(1)　モンタージュ理論　
1.　モンタージュ
プドフキンやエイゼンシュテインは、カットをつなぎあわせる「モンタージュ」が映画独自の創造的表現力をもつことを論じ、作品のうえでもそれを実践した。

1.1クレショフの実験
1920年代のソビエトでは、若い映画作家たちが映画による新しい表現方法を模索し、「モンタージュ理論」を生み出した。プドフキンとクレショフは実験用として、俳優モジューヒンのクローズアップに続けて、①テーブルの上の皿に入ったスープ、②棺おけに横たわる女性、③おもちゃで遊ぶ少女、をつないだフィルムを作り観客に見せた。観客は俳優の演技を激賞したが、それは実際には同じショットだった。この異なるショットの隣接並置（jaxtaposition）による効果を、彼らは「モンタージュ」と名づけた。

1.2エイゼンシュテイン（1898-1948）の映画
プドフキン、クレショフと並び、モンタージュ理論の確立に貢献したのがエイゼンシュテインである。

『戦艦ポチョムキン』（1925）：　ロシア黒海艦隊の旗艦である戦艦ポチョムキンで、1905年に水兵の反乱が起きた。ロシア革命のきっかけとなったこの反乱を描いたエイゼンシュテインの代表作。反乱を支援するオデッサ市民たちが、コザックの軍隊によって虐殺される「オデッサの階段」のシーンはとくに有名で、トーキー以後の映画にもさまざまな影響を与えた。異なるカットのつなぎ（jaxtaposition）によって生じるショックを計算し、短いカットを重ねて緊迫感を盛り上げるなど、ここにはモンタージュ理論が具体的に表現されている。

1.3モンタージュの効果
　　MONTAGE(仏)　⇔　EDITING(英)
　　・MONTAGEの方が作者の意図がより明確　例.『戦艦ポチョムキン』
　　・さまざまなモンタージュの方法

　　　　　・直列のモンタージュ　（ Ａ→Ｂ→Ｃ→Ｄ ）　例.『ドラグネット正義一直線』
       ・回想のモンタージュ　（ Ａ→Ｂ→Ｂ→Ａ ）　例.『普通の人々』

　　　　　・交互のモンタージュ　( Ａ→Ｂ→Ａ→Ｂ→Ａ→Ｂ→Ａ ) 　例.『ダイハード２』
　　　　　・並列のモンタージュ　( Ａ→Ｂ→Ａ→Ｂ→Ａ→Ｂ→Ａ ) 　例.『マラソンマン』
2.　デクパージュ　
　

　フランス語で切り抜きという意味。映画の画面構成、ショットの配列を指すフランス語。「古典的デクパージュ」とは、昔のハリウッド映画のスタイルである、なめらかな語り口を指すフランス語の呼称。「コンテ」と同義語として用いられることもある。

○モンタージュは、《目に見えない（invisible）》ように使用することができる。それが、戦前の古典的なアメリカ映画においては、最も頻繁なケースであった。そこでは、ショットは、出来事を場面の具体的なあるいは劇的な筋道に従って分析するという唯一の目的によって分割される。分割が行なわれているという事実をわれわれから見えなくしてしまうのは、そうした筋道であって、観客の精神は、演出家が彼に提供するいくつかの観点を、それらが行為の地理学や劇的興味の移動によって正当化されることから、ごく自然に受け入れてしまう。
○バザンは「古典的映画」の特徴をモンタージュが《目に見えない》ということに見た。これが《目に見えない＝不可視の＝invisible》デクパージュである。これは言い換えるなら、「語り」の運動を決して顕在化しないということであり、そうすることで観客はあたかも具体的画面（物語言説）など見ることなく「物語内容」のみを受容しているかのような錯覚に陥るのだ。これが、《目に見えない》デクパージュの極意である。かくして、「古典的映画」の世界的規模での普及と浸透は、すでに述べたように映画を見るとは「物語」を見ることであるという信仰というかたちで一般化して、今日にまで根強く広がっている。　　
